
令和４年度 第１回学校評議員会 記録 

 

１ 日時 令和４年７月７日（木）１５時４５分～１６時４０分 

２ 会場 視聴覚室 

３ 出席者 学校評議員：Ａ氏、Ｂ氏、Ｃ氏、Ｄ氏 

学 校 側：校長、副校長、事務長心得、総務部主任、教務部主任、 

      生徒指導部主任、進路指導部主任、総務部(記録) 

４ 進行 副校長 

５ 記録 総務部 

６ 内容 

（１）学校長あいさつ 

・日頃より、学校の教育活動に尽力していただきありがとうございます。本年度は新入

生 60 名でスタートしました。 

・高総体では柔道部が 73 ㎏級優勝、100 ㎏級 3 位入賞し、インターハイと東北大会に出

場を決めました。他にも個人参加の水泳競技で 50ｍ自由形優勝、100ｍバタフライ 2 位

となり東北大会に出場します。弓道部は 3 月に開催された東日本大会で準優勝を果たし

ました。 

・今年度の求人は、今のところ例年通りの求人倍率です。 

・学校再編については、新聞報道等であった通り単独校とはなりませんでしたが 2 学科

2学級に見直され、現状維持となりました。 

  ・学校評議委員の方々におかれましては、様々な意見をいただきたいと思います。 

  

  〇学校経営計画 

  ・学校に対するニーズに応えるため、生徒・保護者・地域住民・同窓生・進路先等と連携 

を図り、多様性に満ちた社会人の育成に努めます。 

  ・今年度の重点目標として、 

㋐基礎学力の向上とものづくり人材の育成（習熟度別、TT 授業、学びなおしを通した 

自己肯定感の醸成、資格取得の励行と指導等） 

㋑生徒指導の充実といじめ防止（こまめな面談、挨拶運動、整容指導等による基本的生 

活習慣の確立、各期アンケートや情報モラル講習会等による人権の尊重と規律意識 

の醸成、みたけ支援学校との交流を通したインクルーシブ教育） 

㋒進路指導の充実（就業体験や企業見学会によるキャリア教育等） 

㋓安全教育の推進（人命や交通ルールの遵守指導、学校事故防止のため５S 運動と施 

設・設備の点検、環境衛生の維持向上等）、㋔教職員の資質向上（主体的・対話的で 

深い学びが出来る授業改善、ＩＣＴを活用した授業改善と学びの保証）、 

㋕家庭・地域との連携と協働（市内中学校への出前授業の実施、中学２年生と保護者を 

 対象とした課題研究発表会の開催、HP の随時更新と一斉メール配信による生徒・保 



護者との情報共有等） 

㋖働き方改革の推進（業務点検と改善、会議等の縮減、行事等の精選、部活動ガイドラ 

インの周知徹底等）に取り組んでいきます。 

（２）学校概況説明 

  ア 総務部 

(ｱ) 今年の PTA 総会は、参加者が 32 名(参加率 22.1%)となりました。保護者への総

会案内を一斉メール配信と家庭への郵送をした。参加率を上げるために、時間の

変更や学年ごとの懇親会、説明会を総会前に行いました。 

(ｲ) 6 月末に PTA 会報(第 92 号)を発行しました。 

  イ 教務部 

(ｱ) 出席状況は 99%と良好です。欠席する生徒が非常に少ないので目標は達成して

います。 

(ｲ) きめ細やかな指導方法の一環として、学習レベルの低い生徒は学び直し(課題・

補習・個別指導等)をしています。数学・英語は習熟度別授業、国語は TT 授業を

取り入れています。 

(ｳ) ICT を活用した授業形態を充実させていきたいです。 

  ウ 生徒指導部 

(ｱ) 前年度は集団での生徒指導があり落ち着きがない状況でしたが、今年度は落ち着

いた生活を送っています。 

(ｲ) 本校は、スマートフォンの利用は許可制としています。昼休み等で新一年生の無

断使用が見受けられるので使用マナーが定着するよう取り組んでいきます。 

  エ 進路指導部 

(ｱ) 前年度の求人件数は県内外含めて 440 社で､前年度より 46 社減少しました。 

(ｲ) 人事担当者の訪問が昨年より 41 社減の 123 社となり、コロナ禍の影響を受けま

した。 

(ｳ) 前年度就職希望者の内、1 名が未定となりました。 

(ｴ) 資格取得に励む生徒が増えています。今後も資格所得指導に取り組んで参ります。 

 

（３）意見交換 

    (ｱ) Ｂ氏：ICT 機器を用いた授業とはどの様なものですか？。 

教務：カメラとプロジェクターを使ってリアルタイム表示をしたり、クロームブ

ック(ノート PC)を用いた授業をしています。 

Ｂ氏：NOTE 利用しているそうですが、NOTE とは何ですか？ 

教務：HP では情報の更新に時間がかかりますので、ブログの様に早く更新する

ために利用し始めました。 

(ｲ) Ｂ氏：水泳部がないのに水泳競技で活躍している生徒は、どの様な練習をしてい 

るのですか？ 



    生徒指導：本校には水泳部はありませんので、地元のスイミングスクールに通って練 

習しています。 

 

    (ｳ) Ａ氏：学び直しをしているそうですが、学力低下が見受けられるのですか？ 

      教務：個人の学びには差がありますので、学力が低下しているとは一概に言えま 

せんが、全体指導の指示が通り難いことがあると聞いています。 

    (ｴ) Ｃ氏：特に意見はありませんが、二戸市の広報誌に毎月学校の様子が掲載されて 

いるので良いと思います。 

      校長：二戸市に協力を頂いています。広報誌の掲載だけでなく、予算を付けてい 

ただいて中学生向けの学校紹介紙やビデオ制作、公共交通機関利用の補助

金などを援助して頂いてます。 

    (ｵ) Ｄ氏：日頃から子供が元気に登校している姿を見て感謝しております。学校行事 

を通して活動も行えるようにしていきたいです。 

      総務：学校行事はコロナ禍の影響で、外部の方の協力が得にくくなっています。 

今後の状況を見つつ、協力していただけることがある時にはよろしくお願 

いします。 

    (ｶ) Ｂ氏：生徒数が 40 名より 30 名の方が生徒に教えやすくなりますか？ 

      総務：生徒全員の名前も憶えやすいので、授業等はやりやすいと思います。 

 

    (ｷ) Ｂ氏：挨拶は学校内ではよくしていると思いますが、学校外になるとあまりしな

い印象がありますので指導していただきたいです。 

    生徒指導：ご指摘の通り学校内だけではなく、校外においてもしっかり挨拶できるよ

うに指導していきます。 

（４）その他 

 

 

（５）閉会 

    学校より 

      本日は、貴重な御意見をいただきありがとうございました。学校は生徒達が自 

分の道を切り開く学びの場であるよう学校運営に努め、校内外でも元気よく挨拶 

できるようにして参ります。今年度 1 年間宜しくお願い致します。 


